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４２章 まことのしもべと、不信のしもべ 
 
 ４０章において、「慰めよ」に始まるメッセージの序曲は、全能の神によるシオンの救い

という主題へと発展したが、４１章では、全能の神が歴史の舞台にご自分のしもべを登場

させられた。それは、アブラハムのようでもあり、クロスのようでもあり、またイスラエ

ルの民でもあったが、強調点は、しもべにはなく、しもべを選び遣わされる神ご自身にあ

った。４２章も４１章の流れの上に置かれているが、有名な四つの「しもべの歌」の第一

が４２：１－９である。しかし、４０章以下の全体の文脈の流れの中でこれを見なければ、

真の意味を汲み取ることはできない。 
 
a． 第一のしもべの歌(42：1-9) 
第一のしもべの歌の問題点は、まずその区分にある。1-4節だけがしもべの歌なのか、そ
れとも 5-9節を含んでいるのか。ドゥームに次いで多くの学者は今日でも、1-4節だけを第
一のしもべの歌とする。「大部分の者の意見は、1-4 節と 5-9 節を切り離された単元として
考えるが、自分も賛成である。それは、『主はこう仰せられる』と分詞的関係句(参照 43：
16以下)より成る 5節を新しい段落の初めととるのが一番自然だからである」（ノース）。ノ
ースの意見に対しては、導入句が必ずしも段落の初めになるとは言えないことを指摘して

おかなければならない(45：1)。 
更に、問題点は、5-9 節の困難性の中にも見られる。「42:5-9 が一単元であるということ
については、一般的な同意がある。しかし、どのようにこの節を分けるかについて、批評

家たちの意見は様々に分かれている。本当の説明がだれにもできていない難しい単元の一

つである。難しさの理由は、文の構造が明白でないことである。明らかなことは、語り手

がヤハウェであるということだけである。6節において、召しのようなことばを発している。
7 節では、どのような目的に役立つのかが述べられている。しかし、主が召す人はだれか、
また召された人はだれに対して働きかけるのか、また、その働きの性質はあいまいである。

注解者たちは、この託宣がしもべに向けて語られているかどうかについて、意見を異にし

ている(しもべという用語は 5-9節に言われていないし、また、普通考えられている 42：1-4
の『しもべ』と、6 節で語りかけられている人物が同一であるとの十分な証拠はない)。彼
はイスラエルなのか。クロスなのか。そこで、ここに召されている人物の働きについても

意見が異なっている」（ヴェスターマン）。 
このように、区分についての批評家たちの意見がばらばらである上に、しもべの内容に

ついても意見がばらばらである。緒論 3ｃで述べたように、本注解では、42:1-9もイザヤ書
全体の統一性の中で見て、41 章と密接につながっているものと考える。それと同時に、こ
の 4 つの歌に描かれるしもべ像においては、他の「しもべ」と違った特徴をも認めようと
する。 
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1節 見よ。わたしのささえるわたしのしもべ、 
わたしの心の喜ぶわたしが選んだ者。 
わたしは彼の上にわたしの霊を授け、 
彼は国々に公義をもたらす。 

yTit;Ûn" yvi_p.n: ht'äc.r" yrIßyxiB. ABê-%m't.a, ‘yDIb.[; !hEÜ  WTT Isaiah 42:1 

`ayci(Ay ~yIïAGl; jP'Þv.mi wyl'ê[' ‘yxiWr 

<見よ>で始まる。40-41 章の文脈は、神が<見よ>と言われる<しもべ>に焦点が置かれて
くる。しかし、それは神が<見よ>と言われるから権威を持ち、また意味を持つことを、忘
れてはならない。この<しもべ>の資格は、神が<ささえ>、神が<選び>、神が<喜び>、神が
<霊を授ける>ことにある(11:1 以下)。このしもべの働きは、<国々に公義をもたらす>こと
である。これは更に、「まことをもって公義をもたらす」(3)、「地に公義を打ち立てる」(4)
に発展する。公義（ヘミシュパート）→5：16注解。 
 
2節 彼は叫ばす、声をあげず、 
   ちまたにその声を聞かせない。 

`Al*Aq #WxßB; [:ymiîv.y:-al{)w> aF'_yI al{åw> q[;Þc.yI al{ï  WTT Isaiah 42:2 

 
3節 彼はいたんだ葦を折ることもなく、 
   くすぶる燈心を消すこともなく、 
   まことをもって公義をもたらす。 

al{å hh'Þke hT'îv.piW rABêv.yI al{å ‘#Wcr" hn<Üq'  WTT Isaiah 42:3 

`jP'(v.mi ayciîAy tm,Þa/l, hN"B<+k;y> 

 
4節 彼は衰えず、くじけない。 
   ついには、地に公義を打ち立てる。 
   島々も、そのおしえを待ち望む。 

jP'_v.mi #r<a'ÞB' ~yfiîy"-d[; #Wrêy" al{åw> ‘hh,k.yI al{Ü  WTT Isaiah 42:4 

p `Wlyxe(y:y> ~yYIïai Atßr"Atl.W 
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 「しもべ」の働く方法が、7つの否定辞ヘローで表される。それは、消極的であり、柔和
であって、クロスのような戦勝の王の姿からは非常に隔たっている。<いたんだ葦を折るこ
ともなく、くすぶる燈心を消すこともなく>は、最も弱いものをも傷つけない思いやりのあ
る「しもべ」の姿を描いている。榊原氏は次のように言っている。「それは折らないで放っ

ておくとか、くすぶっているのを消しはしないが放っておくというのではなく、いたんで

いるものを立たせ、消えかけている燈心を新たにして、炎をかっと燃やす、積極的なこと

を言いたいわけです」(『聖書読解術』いのちのことば社、53-54頁)。一方、コーニグは、
「しもべ」が葦で字を書き、くすぶる燈心の下で筆記を進めている熱心さを表している、

と説明している(『旧約聖書』誌、18号、1968年、159-172頁)。いずれにしても、謙遜で
目立たない、しかし不屈の働きにより、全地に<公義>が<打ち立て>られ、全地の人々は<
そのおしえ（ヘトーラー）を待ち望む>のである(→2：2,3)。 
 
5節 天を造り出し、これを引き延べ、 
   地とその産物を押し広め、 
   その上の民に息を与え、 
   この上を歩む者に霊を授けた神なる主は 
   こう仰せられる。 

~h,êyjeAnæw> ‘~yIm;’V'h; arEÛAB hw"©hy> Ÿlaeäh' rm;úa'-hKo)  WTT Isaiah 42:5 

 x:Wrßw> h'yl,ê[' ~['äl' ‘hm'v'n> !tEÜnO h'ya,_c'a/c,w> #r<a'Þh' [q:ïro 

`HB'( ~ykiîl.hol; 

<神なる主はこう仰せられる>で始まる。その神なる主は、分詞的関係句によって、この
ようなお方であると説明される。それは 40-41 章の要約と言えよう。ここに、神の創造主
としての全知全能と、人間を創造の冠と定められた救済の真理が明らかにされる。 
 
6節 「わたし、主は、 
   義をもってあなたを召し、 
   あなたの手を握り、 
   あなたを見守り、 
   あなたを民の契約とし、国々の光とする。 

^d<+y"B. qzEåx.a;w> qd<c,Þb. ^)ytiîar"q. hw"±hy> ynIôa]  WTT Isaiah 42:6 

`~yI)AG rAaðl. ~['Þ tyrIïb.li ^±n>T,a,w> ª̂r>C'a,w> 
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7節 こうして、見えない目を開き、 
   囚人を牢獄から、 
   やみの中に住む者を獄屋から連れ出す。 

rySiêa; ‘rGEs.M;mi ayciÛAhl. tAr+w>[i ~yIn:åy[e x:qoßp.li  WTT Isaiah 42:7 

`%v,xo) ybev.yOð al,K,Þ tyBeîmi 

再び、神がしもべを扱われる方法が述べられる。それは、<召し><握り><見守り>、<民
の契約><国々の光>として任命されることである。<義>（ヘツェデク）→5：16注解。<民
>は 5 節のことばが繰り返されているが、同じ意味であるとすれば、「全地の民」という意
味である。それはまた<国々>という並行した同義語とも調和する。しかし、<民>を全地の
民ととりながら<契約>と結び付けているのは、旧約聖書中ここだけであって、イザヤは全
く新しい思想をここに盛り込んでいるといわなければならない。また、「しもべ」自身が「全

地の民の契約」となり<国々の光>となることも、新しい思想であって、イスラエル説もク
ロス説も排除した新しいしもべ像が、ここに浮かんでいると言えよう。7節では、すでに 9：
2、29：18、35：5において預言されてきたことが、明確にしもべの働きの結果として宣べ
られる。6：9,10も背景として考えられているかもしれない。 
 
8節 わたしは主、これがわたしの名。 
   わたしの栄光を他の者に、 
   わたしの栄誉を刻んだ像どもに与えはしない。 

!Teêa,-al{) rxEåa;l. ‘ydIAbk.W ymi_v. aWhå hw"ßhy> ynIïa]  WTT Isaiah 42:8 

`~yli(ysiP.l; ytiÞL'hit.W 

 
9節 先の事は、見よ、すでに起こった。 
   新しい事を、わたしは告げよう。 
   それが起こる前に、あなたがたに聞かせよう。」 

~r<j,îB. dyGIëm; ynIåa] ‘tAvd"x]w:) Wab'_-hNEhi tAnàvoarI)h'  WTT Isaiah 42:9 

p `~k,(t.a, [ymiîv.a; hn"x.m;Þc.Ti 

<わたし>（ヘアニー）が、8,9 節に用いられている。それによって、41 章以下の文体と
思想の連続であることがわかる(41：4,13,13,14,17)。<先の事>も<新しい事>も複数である。
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<先の事>とは、預言者たちの預言したことで、すでに成就した出来事。<新しい事>とは、
人間がまだ経験もせず、予想もしないこと。それはしもべのわざと関係しているから、登

場するしもべ像自体が人の思いを全く超えていることが前提とされている。また、それは<
刻んだ像>と対比されているから、単に珍しい新奇な出来事というのではなく、偶像と偶像
礼拝者を排除し、神に栄光を帰すものである。 
 
b． 主への新しい賛美の歌(42：10-17) 
前節で｢新しい事｣について述べられた後、この段落では、自然に、「新しい」賛美の歌を

歌うようにとの勧めがなされる。あの出エジプトの偉大な体験をしたイスラエル人がまず

したことは、主に対する賛美であったように、新しいしもべが新しい事をするので、新し

い賛美の歌が期待されるのである。 
 
10節 主に向かって新しい歌を歌え、 
   その栄誉を地の果てから。 
   海に下る者、そこを渡るすべての者、 
   島々とそこに住む者よ。 

#r<a'_h' hceäq.mi AtßL'hiT. vd"êx' ryviä ‘hw"hyl;( WryviÛ  WTT Isaiah 42:10 

`~h,(ybev.yOw> ~yYIßai Aaêl{m.W ‘~Y"h; ydEÛr>Ay 

 
11節 荒野とその町々、 
   ケダル人の住む村々よ。 
   声をあげよ。 
   セラに住む者は喜び歌え。 
   山々の頂から声高らかに叫べ。 

‘WNro’y" rd"+qe bveäTe ~yrIßcex] wyr"ê['w> ‘rB'd>mi WaÜf.yI  WTT Isaiah 42:11 

`Wxw")c.yI ~yrIßh' varoïme [l;s,ê ybev.yOæ 

 
12節 主に栄光を帰し、 
   島々にその栄誉を告げ知らせよ。 

`WdyGI)y: ~yYIïaiB' AtßL'hit.W dAb+K' hw"ßhyl;( Wmyfiîy"  WTT Isaiah 42:12 

<新しい>賛美には、単にイスラエル人だけでなく、すべての国の人々が参加するように
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と招かれる。<ケダル>→21：16注解。<セラ>→16：1注解。 
 
13節 主は勇士のようにいで立ち、 
   戦士のように激しく奮い立ち、 
   ときの声をあげて叫び、 
   敵に向かって威力を現す。 

ry[iäy" tAmßx'l.mi vyaiîK. aceêyE rABæGIK; ‘hw"hy>  WTT Isaiah 42:13 

s `rB")G:t.yI wyb'Þy>ao-l[; x:yrIêc.y:-@a; ‘[:yrI’y" ha'_n>qi 

 主に向かって賛美の歌を歌う理由を示す。それは、主ご自身が<勇士>として出陣される
からである。ここには、聖戦の思想が見られる(出 15：3、民 10：35)。<激しく奮い立ち>
には、ヘキヌアーが用いられているが、これはもともと「嫉妬」を表すことばである（ヨ

ブ 5：2、箴 6：34、27：4）。イザヤはこれを、神がご自分の主権をあらわし、その御旨を
遂行される熱心を表現することばとして用いた(9：7、26：11)。 
 
14節 わたしは久しく黙っていた。 
   静かに自分を押さえていた。 
   今は、子を産む女のようにうめき、 
   激しい息づかいであえぐ。 

hd"äleAYK; qP'_a;t.a, vyrIßx]a; ~l'êA[me( ‘ytiyve’x/h,  WTT Isaiah 42:14 

`dx;y") @a:ßv.a,w> ~Voïa, h[,êp.a, 

 <久しく>は、エルサレム陥落後の数十年間を指すのではなく、約束の地カナンに入って
からイスラエル人が背信の罪を重ねてきた期間を指す。イザヤが「いつまでですか」(6：11)
と尋ねる前に、神ご自身が<静かに自分を押さえていた>。子を産む女のたとえを神の忍耐
に適用する大胆さを、イザヤは持っていた。 
 
15節 わたしは山や丘を荒らし、 
   そのすべての青草を枯らし、 
   川をかわいた地とし、 
   沢をからす。 

vybi_Aa ~B'Þf.[,-lk'w> tA[êb'g>W ‘~yrIh' byrIÜx]a;  WTT Isaiah 42:15 

`vybi(Aa ~yMiÞg:a]w: ~yYIëail'¥ ‘tArh'n> yTiÛm.f;w> 
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16節 わたしは目の見えない者に、 
   彼の知らない道を歩ませ、 
   彼らの知らない通り道を行かせる。 
   彼らの前でやみを光に、 
   でこぼこの地を平らにする。 
   これらのことをわたしがして、 
   彼らを見捨てない。 

tAbïytin>Bi W[d"êy" al{å ‘%r<d<’B. ~yrIªw>[i yTiäk.l;Ahw>  WTT Isaiah 42:16 

 ‘~yViq;[]m;(W rAaªl' ~h,øynEp.li %v'’x.m; •~yfia' ~ke_yrId>a; W[ßd>y"-al{) 

`~yTi(b.z:[] al{ïw> ~tiÞyfi[] ~yrIêb'D>h; hL,ae… rAvêymil. 

 
17節 彫像に拠り頼み、鋳像に、 
   「あなたがたこそ、私たちの神々」と言う者は、 
   退けられて、恥を見る。 

ls,P'_B; ~yxiÞj.Boh; tv,boê WvboåyE ‘rAxa' WgsoÜn"  WTT Isaiah 42:17 

s `Wnyhe(l{a/ ~T,îa; hk'ÞSem;l. ~yrIïm.aoh' 

 時が来れば、神は人の思いを全く超えたわざをお始めになる。<川をかわいた地とし>は、
「川を島々とし」の読み替えであるが(欄外注)、詩的表現の大胆さを残しておくためにも読
み替えない方が良い。16節の表現も、すでに 29：18、30：21、40：4にもちいられてきた
ものが総合されていると考えられる。この部分の結論も、偶像礼拝者の拒否である。主の

全能性の証言と、主のしもべによる御旨の遂行は、いつも偶像論と結びついている(→44:9
－20注解)。 
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c． 心のかたくななイスラエル(42：18-25) 
詩調は一転して、心のかたくななままで回心しようとしない現実のイスラエルへの嘆き

の歌となる。 
 
18節 耳の聞こえない者たちよ、聞け。 
   目の見えない者たちよ、目をこらして見よ。 

`tAa)r>li WjyBiîh; ~yrIßw>[ih;w> W[m'_v. ~yviÞr>xeh;  WTT Isaiah 42:18 

 
19節 わたしのしもべほどの盲目の者が、 
   だれかほかにいようか。 
   わたしの送る使者のような耳の聞こえない者が、 
   ほかにいようか。 
   わたしに買い取られた者のような盲目の者、 
   主のしもべのような盲目の者が、 
   だれかほかにいようか。 

xl'_v.a, ykiäa'l.m;K. vrEÞxew> yDIêb.[;-~ai yKiä ‘rWE[i ymiÛ  WTT Isaiah 42:19 

`hw")hy> db,[,îK. rWEß[iw> ~L'êvum.Ki ‘rWE[i ymiÛ 

 イザヤは<耳の聞こえない者たちよ、聞け。目の見えない者たちよ、目をこらして見よ>
という皮肉な発言で、イスラエル人の心のかたくなさを責める。19 節では、<盲目の者><
耳の聞こえない者><盲目の者><盲目の者>とことばを連ねて、イスラエル人の心のかたく
なさを浮き彫りにする。その点では、イザヤが召命を受けた時点から、イスラエル人は少

しもよくなっていない(6:9以下)。<わたしに買い取られた者>は、非常に難解なことばであ
る。ヘメッシュラームで、普通名詞としては旧約聖書中ここにしかない。固有名詞として

は、エズラ記 8：16、10：15、29、ネヘミヤ記 3：4、6：18などに用いられる。ヘメッシ
ュラームは、ヘシャーラムの強意受身語幹分詞単数形である。「買い取られる」「報いられ

る」という意味と、「平和の関係に入れられる」という意味がある。前者の意味にとれば、

新改訳のようになり、後者にとれば、「神と平和の関係に入っている者」すなわちイスラエ

ルという意味になる。イスラエル人は、神によって選ばれ、神によって送られ、神と契約

を結んだ民であるのに、盲目の人以上の盲目、耳の聞こえない人以上の耳の聞けない人に

なってしまっているという皮肉の交じった嘆きである。 
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20節 あなたは多くのことを見ながら、心に留めず、 
   耳を開きながら、聞こうとしない。 

x;AqïP' rmo=v.ti al{åw> tABßr: ÎtAaïr"Ð ¿t'yair"À  WTT Isaiah 42:20 

`[m'(v.yI al{ïw> ~yIn:ßz>a' 

 
21節 主は、ご自分の義のために、 
   みおしえを広め、 
   これを輝かすことを望まれた。 

`ryDI(a.y:w> hr"ÞAT lyDIîg>y: Aq+d>ci ![;m;äl. #peÞx' hw"ïhy>  WTT Isaiah 42:21 

 
22節 これは、かすめ奪われ、 
   略奪された民のことであって、 
   若い男たちはみな、わなにかかり、 
   獄屋に閉じ込められた。 
   彼らはかすめ奪われたが、助け出す者もなく、 
   奪い取られても、それを返せという者もいない。 

~L'êKu ‘~yrIWxB;( x;peÛh' èyWsv'w> zWzæB'-~[; éaWhw>  WTT Isaiah 42:22 

 hS'Þvim. lyCiêm; !yaeäw> ‘zb;l' WyÝh' WaB'_x.h' ~yaiÞl'k. yTeîb'b.W 

`bv;(h' rmEïao-!yaew> 

 
23節 あなたがたのうち、だれが、これに耳を傾け、 
   だれが後々のために注意して聞くだろうか。 

`rAx*a'l. [m;Þv.yIw> bviîq.y: tazO= !yzIåa]y: ~k,Þb' ymiî  WTT Isaiah 42:23 

 
24節 だれが、ヤコブを、奪い取る者に渡し、 
   イスラエルを、かすめ奪う者に渡したのか。 
   それは主ではないか。 
   この方に、私たちは罪を犯し、 
   主の道に歩むことを望まず、 
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   そのおしえに聞き従わなかった。 

laeîr"f.yIw> bqo±[]y: ÎhS'óvim.liÐ ¿hs,Avm.liÀ !t;’n"-ymi(  WTT Isaiah 42:24 

 %Alêh' ‘wyk'r"d>bi WbÜa'-al{)w> Alê Wnaj'äx' Wz… hw"+hy> aAlåh] ~yzIßz>bol. 

`At*r"AtB. W[ßm.v' al{ïw> 

 
25節 そこで主は、燃える怒りをこれに注ぎ、 
   激しい戦いをこれに向けた。 
   それがあたりを焼き尽くしても、彼は悟らず、 
   自分に燃えついても、心に留めなかった。 

hm'_x'l.mi zWzà[/w< APêa; hm'äxe ‘wyl'[' %PoÝv.YIw:  WTT Isaiah 42:25 

p `ble(-l[; ~yfiîy"-al{w> ABà-r[;b.Tiw: [d"êy" al{åw> ‘bybiS'mi WhjeÛh]l;T.w: 

 イスラエルの民が、栄光に輝く神の選ばれたしもべという特権にあずかりながら、みこ

とばに耳を傾けず、不信の罪に陥るばかりなので、サマリヤは陥落し、イスラエルは、神

のさばきにより、捕囚の地に連れて行かれた。21節の<こうして>は原文にはない。入れな
い方が原文の意味を正しく伝えることができる。22節の<これ>は、21節の<これ>と違い、
この民すなわちイスラエルを指している。23節の<これ>は、続く 2節の質問と答えを指し
ている。 
 


